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全国農業大学校等プロジェクト発表会

・意見交換会で発表、表彰

全国の農業大学校のうち、５ブロックか

らの代表校20校によるプロジェクト発表会

及び意見発表会が、令和２年２月12日(水)

から14日(金)の３日間にわたり、国立オリ

ンピック記念青少年総合センターで開催さ

れました。

13日に開催された

発表会には、東海近

畿ブロック発表会の

卒論発表会及び意見

発表会でそれぞれ最

優秀賞を受賞した本

校の樋口翔太君（養

豚・養鶏専攻２年）

と森下響君（施設野

菜専攻１年）の２名

が発表者として、ま

た、学生会役員３名

が本校の学生代表と

して参加しました。

樋口君は、プロジ

ェクト発表の部で

「豚深部注入カテー

テルを用いた人工受

精における精液量の

低減」、森下君は意

見発表の部で「私の

目指す農業経営～我が家のトマトを世界へ

～」と題しそれぞれ発表しました。

両名とも、東海近畿ブロックでの発表会

の時よりも発表方法を工夫するとともに、

練習も重ね、研究の成果や自らの考え・思

いを、審査員や聴衆の学生を前に、表現力

豊かに訴えました。

各５名ずつの審査員による厳正なる審査

の結果、両名とも優良賞を受賞しました。

全国大会での発表はいずれもレベルが高

く、プロジェクト発表では、自分たちの成

果をいかに地域や産地へ普及させるか（さ

せたか）、意見発表では、自分の夢をどこ

まで具体的にイメージして実現のために工

夫するか（したか）が問われていました。

最終日の14日の午前中には、「私の将来

と農業のあり方」をテーマにした、参加学

生全員による意見交換会が開催されまし

た。10班に分かれた分科会がそれぞれワー

ルドカフェ方式で運営され、参加した学生

同士が府県、部門を超えて打ち解けあう様

子があちこちで見られました。

14日の午後には表彰式が開催され、本校

の発表者２名はいずれも、精一杯頑張り使

命をやり遂げた表情で表彰状を授与されて

いました。

４月からは、樋口君は社会人として農業

振興に貢献し、森下君は２年生として自分

の夢を実現させるべくプロジェクト活動を

実施していきます。

今回の大会に参加して得たものが、２人

の将来にとって大きな糧となることを願わ

ずにはいられません。

（農学科 野田 輝夫）

[緊張感ある発表風景]
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[優良賞を受賞した樋口

君(上)と森下君]

https://www


オーストラリアへの

海外派遣研修を実施しました

本校では、海外の農業生産・流通現場に

おいて、海外の農業者と直接交流すること

により、農業の国際情勢に関する見識を深

めることを目的とした海外派遣研修を、２

年生を対象に実施しています。

本年度は、１月25日(土)から２月1日(土)

までの８日間、２年生84名がオーストラリ

アのホークスベリー地区を中心に、農業研

修（ファームステイ）及び関連施設の視察

を行いました。

ファームステ

イは、野菜・果

樹・花き・畜産

関係の農家に分

かれ、３泊４日

の日程で行いま

した。当初、ホ

ストファミリー

との対面式で、学生代表の荒木亨くん（切

花専攻）が英語で挨拶をする予定でしたが、

高温多湿のため急遽式典が中止され、順次

ホストファミリーと対面後、各ファームス

テイ先に向かいました。荒木くんは英語で

の挨拶の練習を一生懸命取り組んできたの

で、残念そうでした。

野菜農家での農業実習は、ナスやトウガ

ラシの収穫、果樹農家では、ワイン用ブド

ウの収穫作業、花農家では、アジサイの手

入れ、ヤシ類の移動作業、畜産農家では、

ヤギ乳のチーズ加工品の瓶詰め、牛へのワ

クチン接種補助などを行いました。また、

実習が終わった後は、ホストファミリーの

方とバーベキューや市内の散策に出かけ交

流を深めていました。

学生たちはこの４日間で、オーストラリ

アと日本の農業の違いや共通点を肌で感じ

取りながら、実習に励んでいました。この

期間中、近くで山火事の発生はありません

でしたが、ホストファミリー宅の間近まで

焼け跡が迫っていました。また、水事情が

厳しい現地での生活に不便さを感じなが

ら、農業には欠かせない水の大切さを学ん

だことと思います。

農業関連施設の視察では、南半球随一の

規模を誇る中央卸売市場のシドニー・フレ

ミントンマーケットを訪れました。セリは

行わず、相対取引や農家が直接販売するブ

ースがあり、学生は取引の模様や物流、保

冷施設、スイカ、トマト、ナス、リンゴ、

ライチなど季節を彩る青果物やバラ、キク、

ユーカリの切り花などが所狭しと並べられ

ている光景を眺めながら、現地ガイドの説

明に耳を傾けていました。

西シドニー大学

では、持続可能な

農業、「ESD」及び

「SDG‘s」の考え

方に基づいた循環

型農業を、炭素投

入による土壌の改

良を例にした説明がありました。持続可能

な農業はほぼオーガニックを実践すること

であり、このような経営を持続するには消

費者の理解を得ることが重要という講義を

受けました。

シドニー市内散策では、オペラハウスや

ハーバーブリッジ、ロックスマーケットな

どオーストラリアの街並み、歴史や文化に

も触れることができました。

研修を終え、学生が提出した研修レポー

トには、「英

語に自信が

ないため不

安だったが、

身振り手振

りでなんと

か通じてう

れ し か っ

た。」「海外に行くのは初めてだったけど、

オーストラリアのことを知ることができて

楽しかった。」など学生にとって充実した

海外研修であったと感じられます。この経

験が、就農や就職に生かされることを期待

しています。 （農学科 野村 浩二）
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[ウッドチップの散布準備] [市場視察の様子]

[オペラハウス前で全員集合]
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ヤンマー学生懸賞論文・作文の銅賞に入選

養豚・養鶏専攻 1 年生の諏訪江厘さん

が、第 30 回ヤンマー学生懸賞論文・作文

募集の作文の部に入選し、１月31日(金)に

大阪市で行われた入選発表会に出席しまし

た。

当日午前中は、入

選順位を気にしなが

らも、ヤンマー本社

ビルや同社リモート

アシストセンターの

見学会に参加し、最

新のビルエネルギー

供給・フリ－アドレ

スオフィス・自社製

品 1 台 1 台の使用状況監視と生産状況管

理システムなどの取組の説明を受けまし

た。そして、午後から隣接する大阪工業大

学梅田キャンパス常翔ホールに移動し、入

選発表会に臨みました。

諏訪さんの作文は「家畜の幸せを求め

て、、、」と題し、高校の平飼い鶏舎でいじ

められていた鶏を助けた経験をきっかけに

アニマルウェルフェア（動物福祉）の概念

を知り、農大で経験するケージ飼いと平飼

いの長所短所をふまえつつ、将来はアニマ

ルウェルフェアを実践するだけでなく広め

ていくのが目標であるという内容で、審査

の結果、銅賞を受賞しました。

受賞作品の審査員講評では、上位作品の

評価に交じり諏訪さんの作品が取り上げら

れ、「家畜の幸せとは何か、どうやって飼

育すればよいのか。高校の先生を困らせる

くらいの視点の鋭さが評価できた。」との

言葉をいただきました。また、発表会後の

懇親会でも、審査員の先生方に励ましの言

葉をかけていただいていました。

今回の懸賞論文・作文の募集には、論文

の部は25校48部、作文は23校522部と多数

の応募がありました。作文の13部の入選作

品のうち多数を占めたのが、鹿児島県農大

６部、畜産関係8部で、いずれの作品も自

分の経験に基づいた意見や将来の夢を語っ

ていて、具体的な提案があるほど高く評価

されていました。諏訪さんの作品は夏休み

中に書いたもの

で、そのあとに

実施された派遣

実習で得た経験

や気付きを取り

入れたら更に良

かったと思われ

ました。

また、今回は第30回の節目の開催を記念

して、過去の作文・論文の受賞者５人の現

在を紹介するＶＴＲが上映されました。そ

の１人目に、本校の卒業生である石川客胡

さん（第 22 回金賞受賞）が、作品の中で

熱く語っていたとおり、現在、誇りをもっ

て酪農家で仕事をしている様子が紹介され

ました。先輩に続き、諏訪さんも家畜を幸

せにする管理者・指導者になることや、今

後も本校から多くの学生の夢が受賞につな

がることを期待します。

（農学科 渡邉 久子）

農学科一般入学二次試験を行いました

令和２年２月14日(金)に、農学科一般入

学二次試験を実施しました。本年度は、養

豚・養鶏専攻に限り、若干名の募集をしま

した。その結果、３名の応募があり、３名

が受験をしました。２月26日(水)に合格発

表が行われ、１名が合格しました。

一次試験同様、午前中に小論文と数学の

試験を行い、午後からは、面接試験が行わ

れました。受験者は、緊張した面持ちで試

験に臨みつつも、受験勉強の成果を発揮し

ようと全力で取り組んでいました。

本年度は、推薦入試82名、一般入試55名

の合計140名が農業大学校を受験しました。

受験者の傾向を見ると県内外の農業高校か

ら85名、普通科、商業科、工業科、総合学

科など農業以外の高校から55名の受験があ

りました。また、現役大学生や社会人経験

者など現役高校生以外の受験も多くありま

[受賞した諏訪さん]

[賞状授与の様子]
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した。

受験者の中には、専業・兼業農家の子弟

が26％で、特に露地野菜（キャベツ、人参）

農家や施設野菜（メロン、トマト、キュウ

リなど）農家の子弟が多く集まりました。

また、水田作、酪農、花農家など地域の基

幹的な品目を担う若い人材も多く受験した

一方で、非農家出身の受験生の中には、こ

れから農大で知識や技術、経営学を学び地

域の農業を活性化したいなど、農業に対す

る様々な思いや夢を抱いている人が大勢い

たことも特徴の一つでした。

今後も、農業を学ぶ気持ちが強く、本県

の農業の担う受験生が多くなることを願っ

ています。 （学務課 鈴木 聡）

指導職員向けのメンター研修を開催

本校では、平成28年３月に「教育研修基

本計画2020」を策定し、農業を担う者の育

成、農業者生涯教育の充実、県民の食料・

農業への理解促進に係る３つの大きな目標

を掲げ、その目標実現のための７つの柱と

主な取組を計画的に実施しています。

[真剣に聴講する職員たち]

去る１月31日(金)に、その柱のひとつで

ある指導職員の指導能力向上を図るため、

10月に引き続き農学科職員を対象として同

科の職員２名を講師に、指導力強化研修と

ＧＡＰ指導員基礎研修でそれぞれ学んだポ

イントについて情報交換するメンター研修

を開催しました。

講師から学生を指導するポイントとし

て、学生のスキルや人物像を把握し、求め

る姿とそれを具現化するための計画を学生

自身に考えさせること、人物像の把握には

「エゴグラム」という手法が有効であるこ

とが紹介されました。

別の講師からＧＡＰは食品安全、環境保

全、労働安全、人権・福祉、農場運営上の

事故を予防する手段・道具であり、特別な

ことではなく、当然実施すべきことであり、

外部の人が信頼できる農家であるかを判断

するための道具であるといった基本的な概

念を教えてもらいました。

農学科の職員は毎日専攻実習の講義があ

り、一同に集う機会は限られることから、

来年度も指導力強化研修とＧＡＰ指導員基

礎研修にできる限り多くの職員に受講して

もらうことで、伝達ではなく、直接、研修

成果を各職場に活かしてもらう予定です。

（教育部長 黒田 貴信）

農大におけるＣＳＦ（豚熱）防疫に

ご協力いただきありがとうございます

県内の養豚場で豚熱が発生してから１年

が経ちました。本校では約200頭の豚を飼

養しており、校内には学生を始め多くの人

が出入りするという特殊な環境の中、いか

に豚熱の発生を防ぐかという難しい問題に

取り組んだ１年でした。

昨年３月には豚舎の周りを柵で囲い、専

攻学生以外の出入りを禁止し、豚舎内外の

消毒を徹底しました。また、校舎に出入り

する一般の方々にも靴底や車両の消毒をお

願いしてきました。

学内外の多くの方々に御協力いただくと

ともに、昨年10月から本校でも、飼養する

豚へのワクチン接種を開始し、現在では豚

熱発生の危険性は大きく減少しました。

しかしながら、今後も油断することなく、

衛生管理区域（畜産関係施設のある区域）

を中心に消毒等の衛生管理を徹底していき

ますので、ご協力をお願いいたします。

（農学科 山本るみ子）

https://www
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雇用創出農業研修

研修生27名が９か月間の研修を修了

新たに農業を始めたい社会人向けの職業

訓練である雇用創出農業研修（愛知県雇用

セーフティネット対策訓練農業科）の閉講

式が２月３日(月)に農大で行われ、研修生

27名が修了しました。研修生は延べ160日

間(合計960時間）、農大ほ場における実習

や講義等による訓練を受け、農業に関する

基礎的な技術・知識を習得しました。

なお、閉講式に先立ち１月30日（木）に

は卒業発表会が開かれ、研修の成果や今後

の就農への決意、経営方針等について発表

しました。積極的ながらも、堅実な計画を

発表する研修生も見られ、就農に対する熱

意を感じる発表会となりました。

[令和元年雇用創出農業研修修了生と関係職員]

研修生は修了後、新規参入で就農する人、

更なる技術習得のために新たな研修を受け

る人など様々です。各地域の農業者の皆様

の新たな仲間となりますので、今後とも御

支援、御協力をよろしくお願いいたします。

(就農支援科 石本 聖絵）

「愛知農業次世代リーダー塾」が修了

愛知県農業を牽引する優れた経営感覚を

備えた担い手を育成するため、９月に開講

した「愛知農業次世代リーダー塾」は、２

月12日(水)に経営計画の発表会及び修了式

を行い、合計12回の研修が終了しました。

研修では、全国トップレベルの講師陣を

迎えて経営理念・経営戦略等の講演を受け

るのみならず、毎回グループワークを通し

て積極的に演習に参加するとともに、課題

図書の紹介など、ハードワークが要求され

る内容でした。いずれの受講者とも各課題

に前向きに積極的に取り組み、研修を通し

て着実に成長していくことが感じられまし

た。

[修了生、関係者で記念撮影]

修了式当日は、これらの成果を踏まえて

作成した経営計画を、パワーポイントを使

って発表しました。いずれの経営計画とも

経営理念を明確にイメージし、その実現の

ための具体的な計画を練り上げた、極めて

レベルの高い発表でした。

引き続き開催された修了式では、修了生

８名に対し、友松校長から一人ひとり修了

証書が授与されました。

研修終了後のアンケートでは、修了生全

員が大満足または満足と回答し、「今まで

受講した研修よりも勉強になった。」「研修

生同士で刺激になった。」「仲間ができて良

かった。」等の感想が聴かれ、研修生から

の評価の高いリーダー塾となりました。

研修終了後も、目標達成に向けて活躍さ

れ、近い将来、愛知県農業のリーダーとし

て成長されることが期待されます。

（担い手支援科 野々山利博）

ジネンジョに関する生産高度化研修を開催

２月18日(火)に愛知県じねんじょ主産地

https://www


https://www.pref.aichi.jp/soshiki/noudai/ 〒444-0802 岡崎市美合町並松1-2

協議会との共催で「ジネンジョの生産安定」

をテーマにした研修会を岡崎市役所で開催

し、県内各地から163名の生産者等の参加

がありました。

研修会では、愛知県農業総合試験場の田

中哲司主任研究員と中村嘉孝主任から、３

年計画で実施しているジネンジョの被覆資

材の地下部環境への影響や土壌中の湿害対

策技術についての試験結果の発表、また最

適な施肥方法について提案がありました。

続いてJA愛知東作手自然薯組合の鈴木康

弘氏から、作手地区における栽培上の特徴

や、品質向上に向けた組織間交流活動等へ

の取組が紹介されました。

[多くの受講者が熱心に聴講]

最後に、愛知県農業総合試験場の加藤美

雪専門員を座長に、総合質疑が行われまし

た。 活発な質疑となり、参加者のジネン

ジョ栽培に対する熱い思いを感じることが

でき、モチベーションの向上に繋がったと

考えています。

また、研修後のアンケート結果において

も、「今後の経営の指針にしたい」「栽培に

苦労しているが、試してみたい点があった」

などの回答も頂き、有意義な研修会となり

ました。 （担い手支援科 福井 敏幸）

オーストラリア短信

海外派遣研修で訪れたニューサウスウェ

ールズ州は、昨年９月からbushfire（山火

事）が継続的に発生していました。我々が

訪れたホークスベリー市周辺では、12月頃

が最も切迫した状況だったようで、ファー

[車窓から見える幹線道路沿いの炭化した樹木(左)と

実習ほ場すぐ横にある延焼した巨木(右)]

ムステイ先に向かう幹線沿いの樹林は黒く

炭化し、ホスト農家ほ場のすぐ側までbush

fireが迫った痕跡が見られました。多くの

人々、森林や野生動物に被害が出ている現

状を見て、一刻も早くbushfireが鎮火し平

穏な日常が戻ることを祈らずにはいられま

せんでした。

（副校長 堤 公生）

(※研修終了後、２月に入ってからの降雨によって、よ

うやく bushfire は終息に向かっていると報道がされてい

ます。)

農大からのお知らせ

◇令和元年度卒業式◇

農学科の令和元年度卒業式を次のとおり

開催します。

・期 日：令和２年３月５日(木)

午前10時30分から

・場 所：中央教育棟３階 大講義室

・問合せ先：学務科（伊藤）0564-51-1602

◇生産物実習販売ごよみ◇

令和２年３月の生産物実習販売について

お知らせします。

・販売日：３月４日、11日、18日、25日

（祝日を除く毎週水曜日です。）

・時 間：午後３時から

https://www
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・場 所：農業大学校体育館

※なお、袋入り堆肥の販売は、第２機械

庫前で牛ふん堆肥と鶏糞堆肥を販売

ます。

・問合せ先：農学科(山本) 0564-51-1673

◇ニューファーマーズ研修受講生の募集◇

・対 象 者：県内で農業経営を目指す55歳

未満の方。

・内 容：農業経営に必要な基礎的知識

・技 術などを約10か月間で

習得します。講義・演習等を

本校で概ね週１回、実習を自

己ほ場または先進農家で行い

ます。

・募集期間：２月18日(火）～３月19日(木)

・申込方法：就農予定地（未定なら居住地）

を所管する農起業支援センタ

ー（各農林水産事務所農業改

良普及課内）で御相談の上、

御申し込みください。

※詳細は､本校ホームページを御覧く

ださい｡

・問合せ先：就農支援科(石本)

0564-51-1034

校内でＣＳＦ（豚熱）防疫対策実施中

農大では、ＣＳＦ防疫対策を以下の

とおり実施中です。来校される皆様の

御理解と御協力をお願いします。

○畜舎のある衛生管理区域への関係

者以外の立入禁止

○農大内の主要な通行ポイントに消

毒用の消石灰を散布

○主要な教育施設の各出入口付近全

てに踏込消毒槽を設置(靴の消毒)

○関係車両等の消毒の徹底

（車両消毒槽、動力噴霧器）

○その他、諸防疫対策を実施

https://www

